
◆
尼
崎
で
活
動
し
た
杉
本
昭
典

今
回
紹
介
す
る
図
書
二
冊
は
、
主
に

尼
崎
市
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
い
る
社

会
運
動
家
、
杉
本
昭
典
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
で
あ
る
。
杉
本
は
京
都
部
落

問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ

る
京
都
部
落
史
研
究
所
所
長
で
あ
っ
た

故
・
師
岡
佑
行
と
も
同
じ
尼
崎
で
活
動

し
て
い
た
縁
が
あ
る
。

一
冊
目
に
紹
介
す
る
『
時
代
に
抗
す

る
』
は
二
〇
一
四
年
に
私
家
版
と
し
て

発
行
さ
れ
た
。
同
書
は
国
立
国
会
図
書

館
を
始
め
、
全
国
の
公
共
図
書
館
で
一

冊
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
希
少
本
で
あ

る
。
二
〇
二
〇
年
四
月
現
在
、
国
内
の

図
書
館
で
所
蔵
が
確
認
で
き
る
の
は
当

エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
同
志
社
大
学

だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紹
介
し

て
も
ほ
と
ん
ど
の
読
者
が
同
書
を
読
め

な
い
と
い
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
同
書
の
記
述
は
主
に
日
本
共

産
党
五
〇
年
分
裂
時
代
を
中
心
と
し
、

そ
の
後
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
言
及
が
な
い
。

そ
こ
で
も
う
一
冊
、
同
書
刊
行
の
翌

年
に
発
行
さ
れ
た
『
杉
本
昭
典
と
尼
崎

の
政
治
・
労
働
運
動
』
と
合
わ
せ
て
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
は
杉
本
昭
典
の
略
歴
を
『
時
代

に
抗
す
る
』
奥
付
か
ら
引
用
し
よ
う
。

「
一
九
二
八
年
生
ま
れ
。
四
五
年
兵

庫
県
立
尼
崎
工
業
学
校
卒
業
後
、
住
友

電
気
工
業
入
社
。
四
六
年
大
同
製
鋼
（
五

〇
年
に
大
同
鋼
板
と
し
て
新
発
足
、
現
在
の

日
鉄
住
金
鋼
板
）
に
入
社
し
て
組
合
運
動

を
担
い
つ
つ
、
日
本
共
産
党
に
入
党
。

五
〇
年
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に
よ
り
職
場
を

追
わ
れ
、
以
降
は
党
の
「
経
営
工
作
者
」

と
し
て
労
働
運
動
を
支
え
た
。
六
一
年

日
本
共
産
党
を
離
れ
、
社
会
主
義
革
新

運
動
（
社
革
）
で
活
動
。
尼
崎
の
労
働
運

動
・
医
療
生
協
運
動
を
長
く
支
え
て
い

る
」こ

の
よ
う
に
、
杉
本
は
若
く
し
て
労

働
運
動
・
政
治
運
動
に
か
か
わ
り
、
生

涯
を
社
会
運
動
に
捧
げ
て
き
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

◆
本
書
の
構
成

で
は
、
本
書
の
目
次
を
見
て
み
よ
う
。

杉
本
昭
典
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１

一
七
歳
の
共
産
党
員

２

軍
国
少
年
の
時
代

３

呉
の
志
願
水
兵

４

労
働
組
合
を
知
る
―
―
戦
後
の

混
乱
期

５

党
と
労
働
組
合
の
軋
み
―
―
扶

桑
摘
発
闘
争
、
阪
神
教
育
闘
争

６

五
〇
年
分
裂
へ

７

国
際
派
の
迷
走
と
党
へ
の
〝
復

帰
〟
―
―
〝
Ｙ
〟
の
時
代

８

軍
事
路
線
の
党
と
労
働
者
解
放

同
盟

あ
と
が
き

解
題

尼
崎
に
お
け
る
日
本
共
産
党

「
五
〇
年
分
裂
」
の
展
開

黒
川
伊
織

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
杉
本
の
口
述

か
ら
成
り
、
そ
の
編
集
は
神
戸
大
学
の

市
田
良
彦
教
授
が
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
語
っ
た
杉
本
の
口
述
に
相
当

な
手
が
加
え
ら
れ
て
、
一
人
語
り
の
読

み
や
す
い
文
章
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

末
尾
に
付
さ
れ
た
黒
川
伊
織
（
神
戸
大

学
協
力
研
究
員
）
の
解
題
が
時
代
背
景
の

理
解
に
大
い
に
役
立
つ
が
、
そ
の
内
容

に
踏
み
込
む
前
に
ま
ず
は
杉
本
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
概
観
し
よ
う
。

◆
一
七
歳
で
共
産
党
員
に

杉
本
は
戦
後
ま
も
な
く
一
七
歳
で
労

働
組
合
に
加
入
し
、
ほ
ど
な
く
し
て
日

本
共
産
党
員
と
な
る
（
規
定
で
は
入
党

条
件
は
一
八
歳
以
上
）
。
若
く
し
て
尼

崎
地
方
の
重
要
な
活
動
家
と
な
っ
た
様

子
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
饒
舌
に

語
ら
れ
て
い
く
。
戦
前
の
軍
国
少
年
時

代
の
思
い
出
も
細
部
に
わ
た
り
記
憶
が

鮮
明
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
八
五
歳

を
超
え
て
い
た
杉
本
の
記
憶
力
の
よ
さ

に
は
驚
か
さ
れ
る
。

組
合
運
動
と
共
産
党
員
と
し
て
の
活

動
の
板
挟
み
と
な
っ
て
い
く
様
子
も
生
々

し
い
。
共
産
党
は
戦
後
の
再
建
当
時
、

徳
田
球
一
委
員
長
の
指
導
下
、
官
僚
的

で
硬
直
し
た
指
導
体
制
を
敷
い
て
い
た
。

労
働
現
場
の
現
実
を
無
視
し
た
居
丈
高

で
抽
象
的
な
指
令
が
上
か
ら
降
り
て
く

る
。
上
意
下
達
機
関
と
化
し
た
共
産
党

の
末
端
で
青
年
杉
本
が
苦
闘
し
た
様
子

が
語
ら
れ
る
。

や
が
て
迎
え
る
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
と
五
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本
の
紹
介

『
時
代
に
抗
す
る

―
あ
る
「
活
動
家
」
の
戦
後
期
』

（
杉
本
昭
典
著
、
市
田
良
彦
・
黒
川
伊
織
編
集
）

『
杉
本
昭
典
と
尼
崎
の
政
治
・
労
働
運
動
』

（
杉
本
昭
典
著
、
前
田
裕
晤
監
修
、
江
藤
正
修
・
広
畑
貞
昭
聞
き
手
・
記
録
）

谷

合

佳

代

子

（
公
益
財
団
法
人
大
阪
社
会
運
動
協
会
エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〈
大
阪
産
業
労
働
資
料
館
〉
館
長
）



〇
年
分
裂
の
数
年
前
か
ら
、
既
に
共
産

党
内
部
で
は
対
立
の
兆
し
が
見
え
て
い

た
と
い
う
。
感
心
す
る
の
は
、
当
時
ま

だ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
杉
本
が
党
の
幹

部
に
向
か
っ
て
物
お
じ
せ
ず
に
発
言
し

て
い
る
様
子
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
六
月
、
共
産
党
幹
部
が

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に
よ
っ
て
公
職
追
放
と

な
り
、
中
央
指
導
部
が
地
下
に
潜
る
と

同
時
に
「
所
感
派
」
（
主
流
派
）
と
「
国

際
派
」
（
反
主
流
派
）
に
分
裂
し
、
杉
本

は
国
際
派
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
尼

崎
で
は
国
際
派
が
共
産
党
阪
神
地
区
委

員
会
を
名
乗
っ
た
。

◆
師
岡
佑
行
に
つ
い
て

本
稿
で
共
産
党
の
五
〇
年
分
裂
の
経

過
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
省
く

が
、
本
書
で
は
こ
の
く
だ
り
で
師
岡
佑

行
が
登
場
す
る
。
杉
本
自
身
の
言
葉
で

語
っ
て
も
ら
お
う
。

「
住
友
鋼
管
に
ビ
ラ
撒
き
に
行
っ
た

と
き
、
橋
の
片
方
で
国
際
派
、
も
う
片

方
で
所
感
派
が
撒
い
て
い
る
な
ん
て
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
警
察
が
ガ

ア
ー
と
来
よ
る
。
察
知
し
た
僕
ら
は

「
逃
げ
い
！
」
と
な
っ
て
、
バ
ア
ー
と

労
働
者
に
ま
ぎ
れ
て
逃
げ
た
。
そ
し
た

ら
所
感
派
の
ほ
う
が
逃
げ
遅
れ
て
捕
ま

り
よ
っ
た
ん
で
す
。
師
岡
（
佑
行
）
君
は

そ
れ
で
大
久
保
刑
務
所
行
き
（
昭
和
二
六

＝
一
九
五
一
年
一
〇
月
、
政
令
第
三
二
五
号

違
反
で
逮
捕
）
。
」
（
五
八
頁
）

ま
た
、
黒
川
伊
織
の
「
解
題
」
中
に

も
師
岡
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
当
時
尼
崎
で
活
動
し
て
い
た
師
岡

佑
行
は
「
朝
連
長
洲
支
部
の
事
務
所
が

細
胞
事
務
所
を
兼
ね
」
て
お
り
、
細
胞

の
メ
ン
バ
ー
は
朝
鮮
人
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
」
（
一
一
〇
頁
）

「
師
岡
の
現
行
犯
逮
捕
は
分
裂
が
収
束

し
た
の
ち
の
五
一
年
一
〇
月
の
こ
と
で

あ
る
が
［
中
略
］
、
こ
の
時
、
逮
捕
さ

れ
た
師
岡
お
よ
び
朝
鮮
人
男
性
の
即
時

釈
放
を
求
め
る
朝
鮮
人
・
日
本
人
六
〇

名
が
尼
崎
東
警
察
署
に
押
し
か
け
、
逮

捕
者
も
出
た
」
（
一
一
七
頁
）

師
岡
に
つ
い
て
少
し
補
足
し
よ
う
。

杉
本
昭
典
と
同
じ
く
一
九
二
八
年
生
ま

れ
の
師
岡
佑
行
は
、
尼
崎
で
代
用
教
員

と
し
て
働
い
て
い
た
一
九
四
九
年
に
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
に
よ
り
解
職
さ
れ
た
。
こ
の

時
、
尼
崎
の
教
職
員
は
四
人
が
パ
ー
ジ

さ
れ
た
と
い
う
（
本
書
「
解
題
」
一
一
二

頁
）
。
そ
の
後
、
一
九
五
一
年
、
朝
鮮
戦

争
反
対
ビ
ラ
を
撒
布
中
に
逮
捕
さ
れ
て

い
る
。
杉
本
の
証
言
は
こ
の
と
き
の
ビ

ラ
撒
き
の
様
子
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

師
岡
は
所
感
派
で
あ
っ
た
と
読
め
る
く

だ
り
で
あ
る
が
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
は
不
明
だ
。

杉
本
の
活
動
歴
や
そ
の
思
想
を
知
る

に
つ
れ
、
「
国
際
派
」
「
所
感
派
」
と

い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
貼
り
が
い
か
に
無
意

味
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
杉
本
は
派
閥

の
一
員
と
し
て
の
動
き
よ
り
も
、
組
合

に
根
付
い
た
、
そ
し
て
地
域
に
根
付
い

た
活
動
に
何
よ
り
も
心
血
を
注
い
で
い

た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
同
じ
く
師
岡

が
所
感
派
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
実
は

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

派
閥
に
こ
だ
わ
る
の
は
党
中
央
そ
の
も

の
で
あ
り
、
幹
部
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
人
々
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
の
尼
崎
に

お
い
て
、
師
岡
と
杉
本
は
共
に
激
動
の

時
代
の
共
産
党
員
と
し
て
青
春
を
党
活

動
に
捧
げ
た
の
で
あ
る
（
師
岡
の
伝
記
事

項
に
つ
い
て
は
「
京
都
部
落
問
題
研
究
資
料

セ
ン
タ
ー
通
信
」
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
七

月
、
を
参
照
し
た
）
。

◆
五
〇
年
分
裂
か
ら
軍
事
路
線
時
代
へ

杉
本
は
何
度
も
党
の
硬
直
し
た
指
令

に
反
抗
し
た
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
五
〇
年
分
裂
時
代
の
複
雑
な
内

部
対
立
が
後
々
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
尾
を
引
い
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る

が
、
国
際
派
が
強
か
っ
た
尼
崎
で
は
パ
ー

ジ
さ
れ
た
共
産
党
員
が
工
場
で
の
ビ
ラ

撒
き
を
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、

排
除
よ
り
も
共
闘
の
気
運
が
高
か
っ
た

こ
と
が
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
証
言
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
杉
本
は
二
度
、
共
産
党

を
除
名
さ
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
五
〇

年
末
で
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
分
裂
が
収

束
し
た
五
一
年
九
月
に
復
党
し
た
が
、

火
炎
瓶
闘
争
な
ど
の
軍
事
路
線
に
同
調

し
な
い
杉
本
は
、
上
層
部
か
ら
疎
ま
れ

て
い
く
。

杉
本
は
共
産
党
中
央
が
地
下
に
潜
っ

て
い
た
時
代
の
「
裏
組
織
」
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
不
祥
事
の
一
つ
で
あ

る
「
糞
爆
弾
」
事
件
の
後
始
末
も
負
わ

さ
れ
た
。
こ
れ
は
尼
崎
製
鋼
労
組
の
平

坂
春
雄
の
新
婚
宅
に
党
の
裏
組
織
が
糞

尿
を
投
げ
入
れ
た
事
件
を
差
す
。
軍
事

路
線
に
走
っ
て
い
た
党
が
、
平
坂
を

「
生
ぬ
る
い
社
民
勢
力
」
と
見
な
し
て

嫌
が
ら
せ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
始
末
の
く
だ
り
と
い
い
、
杉

本
が
常
に
共
産
党
の
暴
走
を
止
め
る
立

場
で
腐
心
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ

る
。
こ
の
後
、
五
三
年
に
再
び
杉
本
は

除
名
さ
れ
る
。
五
五
年
の
六
全
協
で
復

党
す
る
が
、
安
保
闘
争
を
経
て
六
一
年

に
最
終
的
に
党
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
共
産
党
五
〇
年
分
裂
問
題
は
非
常

に
複
雑
で
、
そ
の
後
の
火
炎
瓶
闘
争
、

山
村
工
作
隊
、
中
核
自
衛
隊
と
い
っ
た

軍
事
路
線
の
展
開
と
党
内
の
混
乱
に
つ

い
て
は
理
解
が
難
し
い
。
読
者
に
は
ぜ

ひ
黒
川
伊
織
の
解
題
を
参
考
に
さ
れ
た
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い
。
こ
の
解
題
は
よ
く
整
理
さ
れ
て
い

て
、
時
代
背
景
を
丹
念
に
追
っ
た
研
究

論
文
と
し
て
の
価
値
が
高
い
。
本
書
は

最
初
に
黒
川
の
解
題
を
読
ん
で
か
ら
杉

本
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
読
む
ほ
う
が
理

解
が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

◆
本
書
発
刊
の
経
緯

本
書
中
に
は
発
刊
に
至
っ
た
経
緯
が

書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
書
を
編
集

し
た
市
田
良
彦
並
び
に
解
題
を
執
筆
し

た
黒
川
伊
織
へ
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
っ
て
把
握
で
き
た
こ
と
を
こ
こ
に

記
す
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
四
日
、
電
話
に

て
）
。

構
成
・
編
集
を
担
当
し
た
市
田
良
彦

は
、
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
社
会
運
動

資
料
セ
ン
タ
ー
の
由
井
格
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
「
関
西
活
動
者
会
議
」
の
手
書

き
の
議
事
録
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
発
端

で
あ
る
と
言
う
。
「
こ
れ
は
面
白
い
」

と
直
感
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
資
料
は

既
に
不
二
出
版
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
戦
後
日
本
共

産
党
関
係
資
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
資
料
だ
け
で
は
な
ん
と
も
し

が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
杉
本
本

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
必
要
と
考
え
、

旧
知
の
前
田
裕
晤
に
杉
本
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
の
が
本
書
発
行
の
端
緒
で
あ

る
と
い
う
（
後
述
の
『
杉
本
昭
典
と
尼
崎
の

政
治
・
労
働
運
動
』
に
前
田
が
書
い
て
い
る

後
書
き
と
は
若
干
の
齟
齬
が
あ
る
）
。

市
田
が
杉
本
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
文

字
起
こ
し
し
て
か
な
り
の
編
集
を
施
し
、

用
語
解
説
に
つ
い
て
は
黒
川
・
市
田
が

分
担
（
ほ
ぼ
黒
川
が
執
筆
）
し
、
解
説
に

つ
い
て
は
市
田
が
黒
川
に
依
頼
し
た
。

印
刷
部
数
は
五
〇
〇
で
、
費
用
を
払
っ

た
杉
本
が
ほ
と
ん
ど
を
引
き
取
っ
た
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
本
書
は
書
店
で

入
手
で
き
ず
、
当
エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
若
干
部
数
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
（
黒

川
は
二
〇
一
六
年
度
よ
り
エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
―
の
特
別
研
究
員
を
兼
ね
る
）
。
問
い
合

わ
せ
の
電
話
を
受
け
た
筆
者
は
そ
の
多

く
が
シ
ニ
ア
世
代
の
男
性
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年

代
ご
ろ
に
か
け
て
の
社
会
運
動
の
経
験

者
で
あ
ろ
う
か
。

◆
続
編
の
刊
行

黒
川
伊
織
に
よ
れ
ば
、
「
杉
本
さ
ん

は
六
全
協
ま
で
で
本
の
記
述
は
止
め
て

ほ
し
い
と
言
っ
た
。
ま
だ
当
事
者
が
生

き
て
い
て
、
迷
惑
が
か
か
る
話
も
あ
る

の
で
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
六
全
協
で
記
述
が
終
わ
っ

て
い
た
こ
と
に
あ
き
た
ら
な
い
思
い
を

も
っ
た
前
田
裕
晤
は
、
『
時
代
に
抗
す

る
』
出
版
記
念
会
の
翌
日
に
は
続
編
の

刊
行
の
た
め
に
杉
本
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
開
始
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
一
年
半
後
に
上
梓
さ
れ
た

の
が
、
『
杉
本
昭
典
と
尼
崎
の
政
治
・

労
働
運
動
』
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
過
程

に
つ
い
て
は
「
は
じ
め
に
」
で
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
六
全
協
後
に
つ
い
て
は
、
江
藤
正

修
が
聞
き
取
り
、
前
田
裕
晤
、
広
畑
貞

昭
が
校
閲
を
繰
り
返
し
、
作
成
に
至
っ

た
」こ

こ
で
前
田
裕
晤
に
つ
い
て
紹
介
し

よ
う
。
前
田
は
一
九
三
四
年
生
ま
れ
で
、

全
電
通
大
阪
中
電
支
部
執
行
委
員
を
経

て
一
九
八
九
年
全
労
協
（
全
国
労
働
組
合

連
絡
協
議
会
）
結
成
に
参
画
し
た
。
「
解

説
と
後
書
き
」
で
自
ら
を
杉
本
ら
尼
崎

の
活
動
家
の
「
手
駒
」
で
あ
っ
た
と
敬

愛
を
込
め
て
述
べ
て
い
る
。

次
に
本
書
の
目
次
を
掲
載
す
る
。

は
じ
め
に

第
一
章

軍
国
少
年
・
杉
本
昭
典

第
二
章

戦
後
混
乱
期
の
中
か
ら
の
再

出
発

第
三
章

党
活
動
と
労
働
組
合
運
動
に

専
念
す
る
若
き
青
年

第
四
章

党
内
亀
裂
が
深
化
し
た
五
〇

年
問
題

第
五
章

軍
事
路
線
（
Ｙ
）
と
混
迷
す

る
国
際
派

第
六
章

労
働
者
解
放
同
盟

第
七
章

五
〇
年
問
題
（
補
遺
）
―
軍

事
路
線
と
大
衆
運
動
の
狭
間

第
八
章

六
全
協
と
党
内
外
の
人
間
模

様

第
九
章

六
〇
年
安
保
闘
争
と
共
産
党

と
の
決
別

第
一
〇
章

尼
崎
に
こ
だ
わ
っ
た
左
翼

結
集

第
一
一
章

旗
幟
を
鮮
明
に
、
市
議
選

挙
と
反
戦
・
労
活
運
動
に

第
一
二
章

左
翼
の
総
結
集
と
三
里
塚

闘
争

第
一
三
章

右
翼
労
働
運
動
再
編
に
抗

し
て

解
説
と
後
書
き

本
書
の
う
ち
、
第
一
章
か
ら
第
六
章

ま
で
は
ほ
ぼ
『
時
代
に
抗
す
る
』
か
ら

の
転
載
で
あ
る
。
本
書
冒
頭
に
「
編
者

の
了
解
を
得
て
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
」
と
あ
る
が
、
引
用
部
分
と
前
田

が
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
地
の
文
と
の

区
別
が
わ
か
り
に
く
く
、
出
版
の
在
り

方
と
し
て
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
杉
本
の
証
言
の
合
間
の

随
所
に
前
田
の
解
説
が
加
わ
る
た
め
、

全
体
の
流
れ
は
つ
か
み
や
す
い
。

ま
た
、
第
六
章
末
尾
に
、
『
時
代
に

抗
す
る
』
で
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
「
関
西
地
方
活
動
者
会
議
」
議
事
録
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の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深

い
。
こ
れ
は
六
全
協
後
の
一
九
五
五
年

九
月
に
党
中
央
か
ら
宮
本
顕
治
、
志
田

重
男
、
志
賀
義
雄
が
来
西
し
、
自
己
批

判
を
開
陳
し
た
会
議
で
あ
る
。
議
事
録

に
よ
れ
ば
、
冒
頭
、
杉
本
が
発
言
し
、

分
裂
が
収
拾
さ
れ
た
は
ず
な
の
に
、
除

名
さ
れ
た
幹
部
・
西
川
彦
義
が
出
席
し

て
い
な
い
こ
と
を
追
及
し
て
い
る
。

◆
杉
本
・
前
田
・
江
藤
の
鼎
談

本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
で
あ
る
第

七
章
か
ら
内
容
を
見
て
い
こ
う
。

第
七
章
か
ら
第
一
〇
章
は
杉
本
・
前

田
・
江
藤
の
鼎
談
形
式
を
と
る
。
前
田

と
江
藤
正
修
が
杉
本
に
質
問
し
、
杉
本

が
答
え
る
の
だ
が
、
全
体
と
し
て
は
仲

間
内
の
お
し
ゃ
べ
り
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
あ
る
。
あ
ま
り
に
多
く
の
人
名
が
登

場
す
る
た
め
、
そ
の
人
脈
に
通
じ
て
い

な
い
読
者
に
は
読
み
づ
ら
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
質
問
と
応
答
が
す
れ
違
っ
た

り
脱
線
し
た
り
、
文
脈
を
読
み
取
り
に

く
い
箇
所
も
随
所
に
あ
り
、
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ら
で
は
の
臨
場
感
と
読

み
取
り
づ
ら
さ
が
同
居
し
て
い
る
。

第
七
章
で
前
田
裕
晤
は
杉
本
に
対
し

て
、
五
〇
年
分
裂
問
題
を
さ
ら
に
深
堀

り
し
て
尋
ね
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
軍

事
路
線
を
担
っ
た
「
中
核
自
衛
隊
」
、

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
「
Ｙ
」
と
呼
ば
れ
た
部

隊
の
指
揮
系
統
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
を
尋
ね
て
い
る
の
だ
が
、
杉
本
は

「
そ
の
点
は
よ
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。
だ
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
も
含
め
た
裏
話
は
い
く
つ
も
答
え
て

い
る
。
『
時
代
に
抗
す
る
』
で
既
に
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
生
々
し

く
具
体
的
だ
。

第
八
章
で
は
「
隠
れ
党
員
」
と
し
て

し
ば
し
ば
筆
者
も
耳
に
す
る
高
野
実
に

つ
い
て
の
証
言
か
ら
始
ま
る
。
一
九
五

五
年
の
共
産
党
六
全
協
前
後
の
人
間
関

係
の
整
理
を
、
と
前
田
が
振
っ
た
と
こ

ろ
、
江
藤
が
高
野
実
に
つ
い
て
質
問
し
、

そ
こ
か
ら
高
野
実
が
い
つ
ま
で
党
員
だ
っ

た
の
か
と
い
う
話
題
で
ひ
と
し
き
り
三

人
は
盛
り
上
が
る
。

そ
の
結
論
め
い
た
こ
と
と
し
て
杉
本

は
「
政
治
運
動
と
い
っ
て
も
人
間
関
係

は
な
か
な
か
切
れ
な
い
も
ん
や
」
と
感

慨
深
げ
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、
共
産
党
人
脈
の
中
に

い
か
に
実
業
家
が
多
か
っ
た
か
と
い
う

話
が
展
開
す
る
。
実
名
が
次
々
と
出
て

く
る
う
ち
で
、
筆
者
に
と
っ
て
と
り
わ

け
興
味
深
か
っ
た
の
は
南
海
電
鉄
社
長

だ
っ
た
川
勝
伝
が
三
里
塚
芝
山
連
合
空

港
反
対
同
盟
委
員
長
・
戸
村
一
作
の
選

挙
運
動
の
た
め
に
カ
ン
パ
し
た
と
い
う

く
だ
り
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
知

ら
な
か
っ
た
「
事
実
」
が
次
々
と
語
ら

れ
て
い
く
の
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
語
り
の
裏
付
け
は

ま
っ
た
く
な
い
の
で
、
引
用
す
る
場
合

に
は
文
献
と
の
照
合
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。

第
九
章
は
共
産
党
除
名
を
経
て
「
社

会
主
義
革
新
運
動
」
（
社
革
新
）
へ
と
至

る
経
緯
が
語
ら
れ
る
。

六
〇
年
安
保
闘
争
に
お
け
る
党
の
指

導
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
杉
本
は
、
さ

ら
に
六
一
年
三
月
、
新
し
い
党
綱
領
の

学
習
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
尼
崎

地
区
委
員
会
名
で
独
自
に
発
行
し
た
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
（
「
黄
色
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
事
件
」
）
、
七
月
に
は
最
後
の
除

名
と
な
る
三
度
目
の
処
分
を
受
け
る
。

事
実
と
異
な
る
捏
造
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
り
「
反
党
分
子
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
て
い
く
様
子
も
生
々
し
い
。

六
一
年
九
月
、
大
阪
の
大
森
誠
人
や

小
森
春
雄
、
沖
浦
和
光
ら
と
「
社
会
主

義
労
働
者
協
会
」
を
結
成
し
、
関
西
本

部
の
代
表
に
は
山
田
六
左
衛
門
が
、
阪

神
地
区
委
員
長
に
は
杉
本
昭
典
が
就
い

た
。そ

の
組
織
は
一
〇
月
に
は
社
革
新
へ

と
か
わ
り
、
そ
の
時
点
で
阪
神
地
区
の

指
導
部
の
一
人
に
師
岡
佑
行
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

◆
尼
崎
の
左
翼
結
集
と
師
岡
佑
行

一
九
六
一
年
一
〇
月
に
生
ま
れ
た
社

革
新
は
早
く
も
翌
年
二
月
に
は
ジ
リ
貧

状
態
と
な
る
。

第
一
〇
章
で
は
四
分
五
裂
と
な
る
左

翼
陣
営
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
が
、
今
ま

で
以
上
に
多
く
の
個
人
名
と
組
織
名
が

登
場
す
る
た
め
、
い
よ
い
よ
読
者
も
混

乱
の
極
み
と
な
る
か
、
面
白
過
ぎ
て
前

の
め
り
に
な
る
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
杉
本
は
師
岡
佑
行
宅
で

前
田
裕
晤
と
初
め
て
出
会
っ
た
と
い
う
。

前
田
は
こ
の
対
談
を
通
じ
て
杉
本
か
ら

初
め
て
知
ら
さ
れ
た
事
実
も
あ
り
、

「
杉
本
さ
ん
が
裏
で
仕
組
ん
で
い
た
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
杉
本
は

「
裏
で
仕
組
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど

な
…
［
中
略
］
俺
が
最
初
に
あ
ん
た
と

会
う
の
は
、
師
岡
さ
ん
の
家
や
。
そ
こ

で
紹
介
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
一

緒
に
や
っ
と
っ
た
や
な
い
か
。
因
縁
や

と
思
っ
て
く
れ
」
と
返
し
て
い
る
の
も

微
笑
ま
し
い
。

尼
崎
で
は
共
産
党
に
対
抗
し
て
診
療

所
設
立
運
動
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
社
会

党
も
資
金
援
助
し
て
一
九
六
二
年
一
一

月
に
「
第
一
診
療
所
」
が
開
所
す
る
。

そ
の
過
程
で
尼
崎
の
左
翼
と
京
都
の
学

生
を
つ
な
い
だ
の
も
師
岡
で
あ
っ
た
。

師
岡
と
前
田
は
立
命
館
大
学
の
奈
良

本
辰
也
ゼ
ミ
で
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
縁

京都部落問題研究資料センター通信 第59号

5

2020年4月25日



が
あ
り
、
師
岡
の
繋
い
だ
縁
が
杉
本
ま

で
届
き
、
現
在
に
至
る
わ
け
だ
。
「
師

岡
さ
ん
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
思

う
よ
」
と
前
田
が
述
べ
て
い
る
。

こ
の
鼎
談
に
登
場
す
る
多
く
の
人
名

を
見
る
に
つ
け
、
運
動
も
結
局
の
と
こ

ろ
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
大
き
い
の

だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
。
理
論
よ

り
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
人
脈
が
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
特
に
尼
崎
や
関
西
の
運

動
で
は
そ
の
気
風
が
強
か
っ
た
よ
う
に

読
み
取
れ
る
。

◆
一
九
六
二
年
以
降
の
杉
本
昭
典

第
一
一
章
以
降
は
杉
本
の
直
接
の
証

言
は
ほ
ぼ
鳴
り
を
潜
め
、
そ
の
叙
述
は

杉
本
の
動
き
を
中
心
と
し
つ
つ
も
前
田

裕
晤
の
体
験
記
と
混
然
一
体
と
な
っ
て

い
る
。

杉
本
た
ち
が
新
し
く
組
織
し
た
社
革

新
は
資
金
難
と
な
っ
て
事
務
所
を
閉
め

る
こ
と
に
な
り
、
六
三
年
か
ら
一
年
半
、

杉
本
は
失
業
者
と
し
て
苦
労
す
る
こ
と

と
な
る
。
失
対
労
働
者
を
経
て
一
九
六

四
年
に
は
経
歴
を
隠
し
て
昭
和
化
工
に

入
社
し
た
。
以
後
、
組
合
活
動
に
復
帰

し
、
八
八
年
の
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
、

最
後
の
一
二
年
間
は
組
合
委
員
長
を
務

め
た
。

一
九
六
四
年
以
降
の
杉
本
の
歩
み
も

ま
た
、
尼
崎
に
お
け
る
社
会
・
労
働
・

政
治
運
動
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
杉
本
が
か

か
わ
っ
た
団
体
や
運
動
は
数
多
く
、
そ

の
う
ち
の
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

阪
神
地
区
社
会
主
義
研
究
会
、
労
働
運

動
活
動
者
会
議
、
阪
神
医
療
生
活
協
同

組
合
、
阪
神
現
代
社
な
ど
で
あ
る
。
本

書
一
一
章
か
ら
一
三
章
で
は
そ
の
間
の

経
過
が
前
田
の
回
想
と
共
に
語
ら
れ
る
。

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
の
時

点
で
杉
本
は
八
七
歳
を
超
え
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
前
の
公
園
で
開

か
れ
た
戦
争
法
案
反
対
尼
崎
集
会
で
杉

本
が
賛
同
人
の
一
人
と
し
て
発
言
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

◆
残
さ
れ
た
資
料
の
ゆ
く
え

本
書
に
登
場
す
る
多
く
の
人
々
が
所

蔵
し
て
い
た
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
行

方
が
判
明
し
て
い
る
限
り
に
つ
い
て
こ

こ
で
述
べ
る
。

杉
本
昭
典
所
蔵
資
料
は
尼
崎
市
立
地

域
研
究
史
料
館
が
受
贈
し
た
。
目
録
は

採
録
済
み
で
、
メ
タ
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
同
館
のW

e
b

サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
。

そ
の
他
、
こ
の
二
冊
の
図
書
に
登
場

す
る
以
下
の
個
人
・
団
体
の
資
料
は
当

エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。

現
在
鋭
意
目
録
採
取
中
で
あ
る
。
そ
の

完
成
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

す
べ
て
の
資
料
が
閲
覧
可
能
に
な
る
ま

で
に
は
今
後
十
数
年
が
必
要
か
も
し
れ

な
い
。

・
和
田
喜
太
郎
旧
蔵
資
料

・
平
坂
春
雄
寄
贈
資
料

・
阪
神
現
代
社
寄
贈
資
料

・
赤
本
忠
司
寄
贈
資
料

・
前
田
裕
晤
旧
蔵
資
料

エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
寄
付
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
民

間
の
資
料
館
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に

就
任
し
た
橋
下
徹
大
阪
府
知
事
の
「
委

託
し
て
い
る
府
の
労
働
図
書
館
廃
止
、

法
人
資
料
室
へ
の
補
助
金
全
廃
」
と
い

う
「
財
政
再
建
策
」
に
よ
り
、
当
法
人

（
大
阪
社
会
運
動
協
会
）
は
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
。
大
阪
府
の
労
働
図
書
館
を

受
託
運
営
し
、
八
年
間
で
利
用
者
を
四

倍
に
増
や
す
と
い
う
成
果
を
生
ん
だ
に

も
関
わ
ら
ず
、
図
書
館
は
廃
止
さ
れ
、

法
人
へ
の
補
助
金
は
全
廃
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
法
人
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
た

貴
重
な
一
次
資
料
を
次
世
代
に
伝
え
る

た
め
、
新
た
に
設
置
し
た
図
書
館
が
エ

ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
そ
の
運

営
は
役
職
員
が
身
銭
を
切
り
、
市
民
と

労
組
・
企
業
が
寄
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
支
え
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
以
来
、
非
常
に
厳
し
い

運
営
が
続
い
て
い
る
エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
は
あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
気

は
軒
高
で
あ
り
、
今
後
と
も
資
料
館
の

運
営
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
入

居
す
る
エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大
阪
府
立

労
働
セ
ン
タ
ー
）
の
家
賃
を
こ
の
十
年

間
で
二
倍
以
上
に
値
上
げ
さ
れ
る
と
い

う
大
阪
府
の
非
道
の
し
う
ち
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
（
文
中

敬
称
略
）

（
『
時
代
に
抗
す
る
』
航
思
社
刊
、
二
〇
一
四
年
）

（
『
杉
本
昭
典
と
尼
崎
の
政
治
・
労
働
運
動
』
鹿

砦
社
刊
、
二
〇
一
五
年
、
一
三
八
〇
円
）

※
※
※
※
※

エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
大
阪
産
業
労

働
資
料
館
）
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
中

◎
大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
３
―
１
４

エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大
阪
府
立
労
働
セ

ン
タ
ー
）
４
階

◎
年
会
費
一
口
５
千
円
で
、
資
料
の
貸

出
可
能

◎
会
員
は
勉
強
会
の
た
め
の
夜
間
貸
し

切
り
利
用
が
可
能

◎
会
費
は
税
額
控
除
の
対
象

◎
そ
の
他
、
詳
細
はW
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